
■道路告示のオープンデータシステムをご利用ください！

1

供用開始告示の図面が一元的に収集・提供でき、官・民で情報公開請求の手間が削減されます。
→現在、鳥取県と宮崎県が利用を開始しています。

お試し利用できます。

①道路告示データシステムにアクセスします。

（道路管理者用）

https://demo.dourokokuji.jp/accounts/login/

（一般閲覧用）

https://demo.dourokokuji.jp/

②説明書、地図編集マニュアルをダウンロードします。

マニュアルに沿ってデータ入力してみてください。

利用される方は下記までご連絡ください。

入力方法やお問い合わせなどご説明します。

DRM協会 市川・星 kokuji@drm.or.jp

路線上の始終点の場所が
自動生成されます

①位置図
始点・終点の地先名の入力により、地理院地図に
自動表示されます。

②平面図
スキャナーで読み込んだ ファイルまたはデジタル
カメラ等で撮影した画像ファイルを添付しください。

・関係図面は役所で縦覧。インターネット上では閲覧できないため情報公開請求が行われます。
・DRM協会では東京電機大学と共同研究開発を行い、道路告示をオープンデータ化するシステムを構築。

資料収集に関する新たな取り組み

https://demo.dourokokuji.jp/accounts/login/
https://demo.dourokokuji.jp/

